
   令和５年度 朝高コミュニティスクール 朝日中学校 学校経営構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

／ 自     立 共     生 

力 

を 

つ 

け 

る 

学 

び 

★学ぶ力をつける授業・家庭学習 
・自分から学ぶ「自立タイム」の充実 

・人と違っても、自分の考えを表出できる授業 

・一人でも解決できる手立ての工夫（ICTの効果的活用） 

・自分の学びをふり返る終末の工夫（教科を学ぶ楽しさ） 

・単元テストによるスモールステップの評価 

・自立の力を伸ばす家庭学習の指導 

★学力をつける授業・活動 
・仲間と学びを深める「共生タイム」の充実 

・より深い学び（よいもの）を求めるコミュニケーション活動 

・合同研究を踏まえた９年間を見通した授業改善 

・議論を通して生き方を見つめる道徳の授業 

・深い学びを実感できる魅力あふれる授業と評価 

・共生の力を伸ばす合唱の指導 

安 

心 

で 

き 

る 

生 

活 

★自信をもたせる生徒の活動 
・「なりたい自分」への地道な取組と個の見届け（自己肯定感） 

・自分たちで考えて取り組む主体的な生徒会活動 

・ワクワクする活動の工夫と、無理なく動ける活動の精選 

・自分が為すべきことや役割をやりきる粘り強さ 

★自信をもたせる教師の指導 
・本音や異なる意見を安心して出せる関係の構築 

・自分で判断する力、自己管理する力を育てる指導 

・自己を見つめ、思いや成長を言語表出できる指導 

・個を鍛える指導とのバランス（心の回復力[レジリエンス]向上） 

★安心して生活できる生徒の活動 
・全員が取り組み、誰とでも協力して創り上げる活動 

・自他のがんばりや成長を認め合い、高まる学級 

・よりよいものを求めて異なる意見を出し、受け止め合う仲間 

・時と場に応じて、誰とでも交わせるあいさつ 

★安心して生活できる教師の指導 
・教育相談の充実、SOSの出し方教育、心の授業 

・相談できる存在と居場所（スマイルサポーター、SC） 

・それぞれの多様性を認め合い、尊重し合う指導の推進 

・小さな嘲笑を許さない感覚、その瞬間での指導 

地 

域 

と 

協 

働 

・ 

貢 

献 

★郷土のよさを理解し、郷土を愛し、自分の生き方を考える郷土学習 ≪参照：「郷土教育系統表」≫ 

 ・１年：〔郷土を知る〕自然・伝統文化等「地域のよさを知り、学びを発信する活動」 

 ・２年：〔郷土に学ぶ〕産業・観光等「地域の産業を知り、地域で働く人と関わる活動」 

 ・３年：〔郷土の人々と関わる〕平和・地域貢献等「地域との共生、地域の未来を考える活動」 

★地域ぐるみで子どもを育てるための連携と協働  ≪参照：「朝高コミュニティスクール全体構想」≫ 

→「双方向の交流」「子どもとかかわり大人の姿で見せる」「安心・安全に学ぶ環境の整備」 

・学校運営協議会   ：学校運営等についての承認と提言、相談 学校評価に基づく評価 

・地域（朝高子どもしとねる会、まち協等）：環境づくり支援活動 郷土学習支援活動 発信と理解 

・家庭（保小 PTA）：家庭学習、眠育・SNS・ノーメディアデーへの粘り強い指導と具体的な取組 

【小規模だからできる教育】 支え合い、チームとしての目と心をもち組織で一人一人の生徒を育てる 

＊「明確なねらい」「一貫した取組と指導」「ふりかえり（評価）」を基盤とする４期の段階的な指導 

＊日頃のコミュニケーションを基盤に「子どもの姿」で語り、知恵と協力をもって組織で動く職員集団 

＊限られた時間の中で効率的に働き成果を上げる意識と、メリハリをつけた働き方の工夫（働き方改革） 

 

高山市小・中学校教育 
【教育の重点】  
挑戦し続けるたくましさの育成 

   

ワクワクするカリキュラムマネジメント 
～挑戦の中に変化を～ 

【学校の教育目標】         

【校区で育てる資質・能力】

【学校課題】 
□【自立】目標達成（自己実現）に向けて、自分で決めたことを一人でもやりぬく 
□【共生】違う考えや本音を表出して、誰とでも協働してよりよいものを創る 
□家庭と連携し、睡眠やメディア利用等の自己管理の力を育てる 
□義務教育学校に向けて小中連携を深め、一貫した教育活動をめざす 

【自立・共生を育む４期の指導】「始動期」→「充実期」→「鍛錬期」→「仕上期」 ≪参照：「期の指導」の見通し≫

【小中連携３つの柱】「学習指導＆道徳教育」「生徒指導＆特別活動」「教育相談」≪参照：「校区連携構想図」≫ 

 

自信と誇りをもたせる学校「すべての生徒と教職員に居場所と絆を」 


